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Ⅰ-2 20 指摘 債権の評価
減

（財）愛媛県水産
振興基金

農林水産
部 漁政課

①アルゼンチン債の評価減
流動資産・有価証券213千円はアルゼンチン債の一部であり、全
額評価減すべきである。また、固定資産・基本財産のうちアルゼン
チン債の簿価68,000千円は償還可能性が極めて低い為備忘価額
として1単位当たり1円とすべきである。その結果、含み損失は
66,849千円であり、平成19年度の正味財産は同額過大に計上さ
れている。なお、正常な債券でないため「満期保有目的の債券の
内訳」の注記から除外すべきである。

（財）愛媛県水産振興基金に対し公益法人会計基準に即した会計処理につ
いて指導を行った結果、平成21年度に減損処理を行なった。
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